
様式第３号（第５、第６の１、第６の２関係）（その１） 

 

警 察 署 協 議 会 会 議 録 

大牟田警察署協議会 

 

開催年月日時 
  令和７年８月７日 午後２時４０分から 

  令和７年８月７日 午後４時００分まで 

 

  

 
開 催 場 所          福岡県警察本部通信指令室及び交通管制センター 

 

 

出 席 者        

警察署協議会 
委員以下７名 

 

 

  

 

警 察 署        署長、総務課長、地域課長、交通課長 
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【報告事項等】 

１ 通信指令競技大会の映像視聴（地域課長） 

 ⑴ １１０番通報が現場警察官に情報共有されるまでの過程についての説明 

 ⑵ １１０番通報を受理した現場警察官が行う初動対処要領 

 

 

２ 庁舎見学（本部広報課） 

 ⑴ 資料室見学 

  ア 警察の歴史等に関する説明 

イ 警察の装備、給貸与品の紹介 

⑵ 通信指令室見学 

 ア 通信指令室の役割について 

 イ 大型パネルの見方・意味について 

⑶ 交通管制センター 

  ア 交通管制センターの役割について 

  イ 大型パネルの見方・意味について 

 

【質疑応答】 

【委員】 

〇 １１０番通報について、季節によって通報が多いことはあるのか。 

  １１０番通報が重なり、１１０番通報が待たされることはないのか。 

【広報課員・地域課長】 

〇 梅雨や台風の大雨の時期や年末などの人の動きが慌ただしくなる時期に多 

くなる傾向にある。 

  基本的に通報を待たせないように対応しているところであるが、大きな事 

件・事故や大規模災害が発生すれば、多くの１１０番通報が為され、通報者を 

待たせることになる。 

１１０番通報は順番に繋がるようになっているので、繋がらないからといっ 
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 て電話を切るのではなく、オペレーターに繋がるまで電話を切らずに待つこ  

とが最良の方法である。 

 

【委員】 

  〇 交通管制センターが管理している道路は、県道や国道など多岐にわたっ 

ているが、情報集約はどのようにしているのか。 

 【交通課長】 

〇 各道路に設置されている監視モニターや車両感知器を使用し、渋滞情報 

を入手しているほか、市や消防等が把握している災害情報、渋滞情報など 

を互いに共有し、道路状況の情報集約を行っている。 

 

【総括・委員】 

  〇 施設見学を経て、警察の業務を身近に感じることができた。 

〇 今後も警察業務を身近に感じることができる施策を楽しみにしている。 

  

 【閉会】 
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